
「
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
　 

　
当
市
は
、市
民
活
動
が
活
発
で
あ
り
、こ
れ

ま
で
様
々
な
市
民
や
市
民
活
動
団
体
が
協
力

し
合
っ
て
、創
造
性
豊
か
な
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
の

力
は
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
、更
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

社
会
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

市
民
活
動
団
体
の
中
に
は
、「
市
と
協
働
し
て

事
業
を
進
め
た
い
」、「
既
に
行
わ
れ
て
い
る
行

政
の
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
」な
ど

の
想
い
を
持
つ
市
民
の
皆
さ
ん
も
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を

受
け
、対
等
な
立
場
に
立
っ
て
、共
に
提
案
内

容
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
力
を
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、今
年
度「
市
民
協

働
事
業
提
案
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
制
度
に
基
づ
き
、共
通
の
目
的・

目
標
の
た
め
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
協
働
事
業
に
つ
い
て

募
集
し
た
と
こ
ろ
、６
団
体
よ
り
提
案
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
６
団
体
の
提
案
に
つ
い
て
は
、市
民
協
働
事

業
提
案
制
度
審
査
委
員
会
に
よ
り
、第
１
次
審

査（
書
類
審
査
）、第
２
次
審
査（
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）が
行
わ
れ
、審
議
の
結
果
、５

団
体
が「
協
働
提
案
候
補
」と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
団
体
は
、今
後
市
の
協
働
事
業

担
当
課
と
協
議
を
行
い
、「
協
働
事
業
協
定
書
」

を
締
結
、協
働
事
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、承
認
さ
れ
た
５
つ
の
団
体
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

 
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度　

５
団
体
を
承
認

地域コミュニティ推進室
☎65-0604　Fax63-4554

問い合わせ

市の花「ササユリ」の
咲きほこるまちづくり

滝　ササユリの里づくり　代表　藪
やぶ

  芳
よし

治
はる

さん
　4年前に区内の環境保全を目的に立ち上げた団体が、昔
里山にササユリが咲いていた景色を復活させてはという
ことになり取り組みを始めました。区内のバイオ技術に
詳しい方から、培養の提案を受け、地元の製薬会社や甲南
高校の協力を得て活動を進めました。
　苗床で大きくした球根を毎年里山に植え、2年後に咲く
まで、老人クラブの方が下刈りなど山の手入れを行いま
す。子どもたちが培養し、育て、植えた球根を、花が咲くま
でお年寄りが面倒を見るという作業のリレーが世代間で
行われ、文字通り3世代の交流事業として定着しています。
　ササユリが市の花ということもあり、私たちの活動が市
の花のＰＲにつながるのであればと思い応募しました。
市内で同じような活動をされている団体があれば私たち
のノウハウを提供していきたいと考えています。そのよ
うな団体があればどんどん市から情報提供していただき、
団体との交流
の橋渡し役を
市にお願いし
たいと思いま
す。

歴史街道整備を市民の手で
今郷好日会　代表　長

おさ
  隆

たか
義
よし

さん
　土山宿と水口宿の間にある旧東海道沿いの地域では、歴
史街道整備が行われていない地域がほとんどで、歴史文化
遺産が埋もれている状態です。
　先人による歴史書「私たちの今郷」の復刻に関わったメン
バーが中心となり、2年前「今郷好日会」として活動してい
ます。
　地元に残る歴史、名所、言い伝えや昔話等を次世代に残
し、歴史的遺産の整備などを通して、地域住民を巻き込んだ
まちづくりをしたいという思いが、市民協働提案事業の意
図するところと合致しているので今回応募しました。
　協働事業としては、史蹟周辺整備、街道沿いの美化・環境
整備、街道案内パンフレットや看板の作成を予定していま
す。事業実施には、市行政の複数の担当課との調整が必要
になります。市担当課には事業が円滑に進むようこの調整

役をお願いしたいと
考えています。
　また、私たちの活
動が、周辺地域の取
り組みのモデルとな
るよう推進の後押し
も市にお願いしたい
と思います。

子どもたちの居場所として
子どもたちの生きる力応援隊　代表　服

はっ
部
とり

 登
と き え

貴枝さん
　甲南地域には適応指導教室など、学校に行けない子ども
たちへのサポートの場がありません。
　そのため、居場所の確保は必要で重大な課題でした。
　子どもに寄り添い、支える組織をつくりたいという想い
を持った仲間13名が、今年春「子どもたちの生きる力応援
隊」を結成しました。
　その仲間には、教職員ＯＢやお母さんまで、様々な経験者
がいます。
　勉強会や話し合いを繰り返してきましたが、１月から週
１回金曜日に甲南町葛木の多世代交流型地域拠点元気村
で、子どもたちの居場所となる「のびっこ広場」をはじめる
ことになりました。
　この事業は、学校や市
との連携は欠かせませ
ん。今回この制度によ
り協働が可能になった
ことは、たいへん心強
く、がんばって取り組み
を進めたいと思います。

広げよう・つなげよう
甲賀の子育て支援

育児ひろばアプリコット　　代表　鹿
しか

田
た

 由
ゆ

香
か

さん
　6年前に「親子でリフレッシュできる場を提供したい」との思
いで活動を始めました。子育て真っ最中のお母さん、お子さん
たちの交流の場としてコミュニティカフェや講座、体験会、サー
クル、情報発信等の事業を行っています。またみなさんのお住
まいの地域の子育て支援の相談にも応じています。スタッフの
多くは子育ての先輩ママで構成しており、気楽に利用していた
だける雰囲気作りを心がけています。
　同じ子育て支援事業でも、私たちのような市民が行えば「気楽
さ」を前面に出せると思います。行政と市民団体の利点を引き
出せばよりよい事業展開が可能だと思い応募しました。
　協働事業では、私たちの経験やノウハウを活かし、市内で子育
てサロンなどがない地域への立ち上げの支援、子育て団体・施設
を結ぶネットワーク
の構築、多様な用途
に対応する子育てサ
ロンの実践など、横
のつながりを大切に
した取り組みをした
いと考えています。

大人も子どもも
自然豊かな里山で楽しい体験を

NPO法人甲賀の環境・里山元気会　代表　松
まつ

本
もと

 源
げん

吉
よし

さん
　7年前に、里山を復元し、未来を担う子どもたちに利活用して
もらおうと活動を始めました。
　復元した里山には、遊具をはじめ、畑や、ビオトープ、ツリーハ
ウス、炭焼き小屋などがあり、自然の中で遊んだり観察したりし
ながら体験を通して自然学習を行う場として、保育園、小学校、
子ども会などに利用してもらっています。
　今回、私たちの活動が、市内の他地域に広まれば、市内の里山
はじめ自然環境保全につながっていくのではないかと思い、市
との協働事業提案制度に応募しました。
　市との協働事業となれば、事業に対する信頼度が高まること

が期待されます。また市が里
山保全の取り組みを行ってい
ることを市民が知れば、市内
の各地域でも私たちと同じよ
うな取り組みが生まれてくる
と思います。その時は、私た
ちが経験を生かした事業立ち
上げの支援やアドバイスが行
えます。私達の取り組みをモ
デルとして、活用していただ
けたらと思います。
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